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種図書館企画を、図書館職員から直に説明できる良い機会で
あり、今後も可能な限り春秋それぞれに対応したいと考える。
4-1　学術院単位の授業支援について
昨年に引き続き、文構・文必修基礎演習と政経総合基
礎演習α（共に学部1年生対象）に対して支援を実施した。
文構・文必修基礎演習支援においては震災後に改めて支
援申し込みの受付を行った。その際、なるべく多くの支援
要望に応えられるよう、Aコースでは授業1コマの中で動
画視聴と中央図書館館内ツアーを前後半それぞれ入れ替え
て行う体制を整備し、受入クラス数の増大をはかった。ま
たBコースは、実施期間を1週間延長した。これにより、
支援申込率はAコース「図書館の魅力とサービス、施設紹
介」が66%（前年度44%）、Bコース「情報検索実習」も74%（前
年度67%）と、双方とも前年を上回る申し込みとなった。
以下、文構・文の必修基礎演習について補足しておく。
クラスは前期月曜2限、火曜3限、木曜2限、金曜3限にほ
ぼ15クラス（1クラス30人）ずつ配置されている。Aコー
スは対応する図書館スタッフ数の制約から1コマ最大4ク
ラス対応で3週間、Bコースは端末室のキャパシティから
1コマ最大3 ～ 4クラス対応で8週間とした。これに要した
図書館職員はのべ262人であった。
政経総合基礎演習αについても、ほぼ前年同様の支援を実
施した。こちらはカリキュラム上15週の授業期間中2週目と
9週目の2回について図書館授業支援が組み込まれているた
め、全43クラスに対してそれぞれ2回支援を行った。授業内
容は2週目に「図書館の魅力とサービス、施設紹介」、9週目
に「情報検索実習」としている。1クラスは最大18人で、クラ
スは各曜日1限から5限まで分散し、土曜日にも1クラスある。
全日ほぼ1時限から5時限にわたり人員を配置して支援にあ
たり、これに要した図書館職員はのべ220人となった。
4-2　個別授業やゼミへの対応
今年度もっとも顕著に伸びた支援のカテゴリー である（図①）。
昨年に引き続き授業支援活動がさらに教員に浸透した様
子がうかがえる。前年から継続で支援を依頼されるケース
2011年度は前年度の図書館学習支援連携委員会で取りま
とめた「2010年度以降の取り組みについて」を基本に活動を
展開した。東日本大震災後の前期学事暦変更等の影響も最
小限にとどまり学習支援活動は結果として前年を上回る実績
をあげることができた。以下2011年度の学習支援活動を報
告するとともに、2012年度に向けた課題についてまとめる。
文化構想学部・文学部（以下文構・文）の必修基礎
演習、政治経済学部（以下政経）総合基礎演習αの授
業支援を中心に、個別授業支援の拡大を図ること、アカ
デミック・リエゾン研修について、実施体制を整備し順
次研修を実施すること、を目標とした。
前期においては入学式の中止、授業開始時期の 1 ヶ月
繰り下げや授業週数の短縮といった大きな学事暦の変更
があった。授業週数の短縮から図書館への授業支援等の
申し込みが減少するのではないかと予想したが、活動全
体でみると前年に比べより多くの支援申し込みを受けこ
れを実施することができたと言える。以下カテゴリー別
にそれぞれの活動を報告する（表①）。
1,2,3　各種オリエンテーション支援について
震災の影響を受け、春はガイダンス時間の短縮などから図
書館の説明に時間をさいていただけない学部等があり図書館
ガイダンスが開催できた数も参加者も前年に比べて半減した。
が、秋には早い時期からの参加打診を重ねたこともあり、政
治学・経済学・法学・アジア太平洋の各研究科や社会科学部
G30新入生ガイダンスなどへも参加し、図書館オリエンテー
ションの機会を拡大した。結果2011年度通年でのオリエンテー
ション開催数は前年より増加した。新入生に対する図書館ガ
イダンスは、図書館紹介にとどまらず、その後に展開される各
表①　2010年度・2011年度の比較
カテゴリー　　
1. 学部新入生向けオリエンテーション
2. 大学院新入生向けオリエンテーション
3. 新任教員向けオリエンテーション
4-1. 授業支援：学部・学術院単位
4-2. 授業支援：個別授業ゼミ対応
5. 就職支援
6. 自学/自習支援（オンデマンド教材の作成等）
7. その他（図書館主催企画など）
8. スタッフ研修
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早稲田キャンパスにおいて恒例の「大学院生・学部生
のための情報検索セミナ （ー全 12 種類の DB 講習会）」を
春と秋に、所沢キャンパスにおいて「RefWorks 講習会」
を秋にそれぞれ開催した。所沢での講習会開催にあたっ
ては特に広報を工夫し、通学のバスや生協にもポスター
掲示を依頼して講習会開催の周知をはかった。講師はど
ちらも提供業者から派遣していただいた。
西早稲田キャンパスでは理工学図書館が、理工技術系
職員向け学術情報リテラシー研修会を新規に提案し、実
施した。定期的に技術職員研修会が開催されていたこと
もあって、そこに学術情報リテラシー研修を組み込んでい
ただくことができ、職職協働として大いに有意義であった。
このように2011年度の図書館主催企画は新規の取り組
みもあり、参加者数・開催数ともに大きな伸びを示した。
8　スタッフ研修
今年度はアカデミックリエゾン研修体制の構築とその実施
を目標としていたことから、取り組みを積極的に行った。
研修体制としてアカデミックリエゾンメンバーに研修
担当を 3 名置き、研修プログラムの作成と実施時期の検
討を行った。これまで派遣することのなかった外部研修
（国立国会図書館「レファレンス研修」、NII「学術情報
リテラシー教育担当者研修」）の活用や、外部講師を招い
ての懇談会「利用者教育を考える」を開催した。また自
主的な調査研究型の研修など 7 件の研修受講・実施を行
ないのべ 88 名の図書館職員が受講した。いずれも実習
を含む形式を多く取り入れ、開催時期は授業支援が集中
する前期を避け後期中心に実施した。知識・スキルの向
上と図書館職員のより前向きな意識の醸成に役立ったと
言える。学習支援活動を質的・量的に支えるため今後も
体制を維持し、継続的に研修を実施していくこととした。
まず留学生へのサポート強化ができたことが挙げられ
る。利用者支援課メンバーを中心に英語によるガイダン
も多かった。対象となった授業の学年内訳としては、4分の
3が低学年向け（学部1,2年、のべ1,677人）、4分の1が高
学年向け（学部3,4年＋大学院生、のべ504人）であった。
また、このカテゴリーに含めている、教育学部日本文
学基礎講読合同授業（国語国文学科1年生全員約150名対
象、春に図書館の魅力とサービス紹介の講義、秋に各種
DB紹介の講義）、基幹理工学部コンピューティングと表
現（学部1年生全員約580名対象、各種DBの紹介と電子
情報資源の利用についての講義）などは、学科や学部の1
年生全体を対象とした大規模な直接授業支援とも言える。
5　就職支援
昨年度に引き続きキャリアセンター就職ガイダンスへの資料
提供を行い、秋に、「就職活動に役立つDB講習会」が所沢キャ
ンパスと早稲田キャンパスにおいてそれぞれ2回開催された。
開催のタイミングが良く、多くの学生の参加を得て好評だった。
６　自学自習支援
2011年度も、昨年に引き続き「わせだライフABC」が公開
されたが、2012年度に向けた内容の改訂は行えなかった。各
種DBや図書館ホームページ学術情報検索サイトのデザイン
変更などもあったためできれば画面等の差し替えだけでも行い
たかったが、スケジュール等諸般の事情から実現できなかった。
7　その他（図書館主催企画など）
授業への直接的な支援ではなく図書館主催の企画として
中央図書館ツアーを前・後期それぞれ授業開始前の時期
に実施した。前期の開催期間は4月中の学生の登校が制限
されていた期間であったが、学部がガイダンスを始める時
期にかかった部分では多くの参加者を見ることができた。
図①　「個別授業・ゼミ対応」での参加者延べ数
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2011 年度活動のその他の特徴3
表②　英語による支援の増加
カテゴリー
1. 学部新入生向けオリエンテーション
2. 大学院新入生向けオリエンテーション
3. 新任教員向けオリエンテーション
4-1. 授業支援：学部・学術院単位
4-2. 授業支援：個別授業ゼミ対応
5. 就職支援
6. その他（図書館主催企画など）
7. スタッフ研修
2010年度
2
4
0
0
2
0
0
0
8
2011年度
9
4
0
0
4
0
11
6
34合計
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スや授業支援を担当・拡大し、各種ガイド類やリーフレッ
ト類の英訳にも力を注いだ（表②）。
留学生へのサポートはアンケート等から学生や教員に
好意的に受け止められていることがうかがえる。日々の
図書館サービスにおいても留学生対応が必須となってお
り、スタッフの育成とともに、彼らが何を求めているの
か見極めながらの支援が行えるよう心がけたい。
学習支援活動を支える人員として、図書館専任職員 54
名中 31 名（６割弱）がアカデミックリエゾンとして組織
されている。但し、特に授業支援については、時期の集
中＝季節性があり、この人数でも対応するのが難しい状
況もあった。このことについては 2012 年度の検討課題
として取り上げる（図②）。
最後に、1 月には理事会に向け図書館学習支援活動の
取り組みを報告する機会を得た。図書館サービスの現状
と授業支援を中心としたアカデミックリエゾンの活動が
成果をあげている様子、またそれを実現するにあたって
の教職協働、教職連携の意義を強調した。
これまでの活動を通してアカデミックリエゾン担当者
には授業支援に際してのノウハウが蓄積され、授業準備
の効率や授業そのものの内容も向上してきたと言える。
一方で支援数増大や授業支援ピーク時期に対しては、
人員のやりくりだけにとどまらない根本的な対策が必要
である。その一つに授業支援形式の見直しがある。そし
て他箇所職員や教員との更なる連携強化もあらためて必
要と考える。2012 年度は引き続き、授業支援に関する
教員からの希望に可能な限り応えていくと共に、会場・
人員確保の限界を解消できる新たな支援活動の仕組み
を、2013 年度に間に合うよう検討したい。検討の視点
は以下のように考えている。
・		各学部カリキュラム（基礎演習科目）担当者との話し
合いと変更提案を行い、大規模授業支援実施形式を見
直していく。
・		授業時間に縛られない支援の仕組み（授業時間外に受
講可能なオンデマンド授業化など）を考え、物理的・
時間的制約のない授業支援を可能にする。
・	教員との連携強化
・	季節業務ピークの分散化の検討
・	学内人材の活用
・	他大学での先行事例調査、情報収集等
2012 年度開始に向け、2011 年度末にはアカデミック
リエゾンのこれまでの担当グループを見直し、加えて新
たにいくつかのチームを設置した。チームは、各学術院
毎、英語・中国語対応、就職、図書館企画講習会、研修、
こうはいナビ、広報、コンテンツ作成、基盤整備、があ
る。例えば広報チームでは、既に 2012 年 4 月に広報ポ
スタ ・ーチラシの配布などを実施した。また、懸案であっ
た中央図書館内での各種講習会の開催については、受講
者用 PC の確保とプロジェクター・スクリーンを調達し、
グループ学習室を活用した講習会が開催できるよう準備
を進めているところである。
また新たな動きとして 2012 年 4 月から 5 月の期間限定
ではあるが、「こうはいナビ」の図書館プロジェクトが始
まっている。2011 年度より検討・準備を進め、2012 年
春に、実際の活動をスタートした。このような図書館職
員にとどまらない学内の人的パワーを活用する道も今後
積極的に模索していきたい。
図書館学習支援活動も 3 年を経過し、アカデミックリ
エゾンのミッション「教育・研究現場に依拠した質の高
いサービスの提供」は着実に遂行されている。今後も図
書館学習支援連携委員会のもと、先の検討課題に取り組
み、学習支援活動の更なる発展を目指していきたい。
図②　月別開催数
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2012 年度に向けた課題と展望4
